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ガイド
「mplabC18コンパイラ実践活用」はC18コンパイラを利用してプログラムを作成し、装

置を構成することを目的にまとめてあります。C18 コンパイラを理解するためには

PIC18マイコンのアーキテクチャを理解していることや、C言語の基礎をマスタしてい

る必要があります。さらに、プログラムとしてまとめるためにはプログラムの構造や、

ハードウエア処理とソフトウエア処理の機能分担の技法などの総合的理解が要求されます。

そのようなことから、初めてC言語に取り組む方は、C言語の基礎部分について多くの

書籍が公開されていますから、自分の理解しやすい書籍を選択しまず一読下さい。

PIC18マイコンの内部構造やアセンブリ言語については姉妹本である「PT3　PIC18マ

イクロコントローラ解説書」をご利用下さい。プログラムの作り方はプログラムから学

ぶのが早道です。C言語の解説や各プログラムの解説は不十分かもしれませんが、実際

のプログラムを読んでゆけば多くのことを理解できるものです。そのため文章の一部分

のような読みやすいプログラムとして掲載しています。

プログラム構造や技法的な部分は各テーマの中で随所にポイントを示しています。多く

のプログラムを製作しながら技術者自身が蓄積してゆく技術ですので、このアプローチ

の助けとして本著を活用下さい。
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